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事業イメージ 

事業目的・概要 
 

 

成果目標 

 IoT（モノのデジタル化・ネットワーク化）やAI（人工知能）の普及・
進展により、IoT導入によるビジネスモデル変革や、データを活用した新
たなサービス・産業の創出が期待されています。例えば、化学プラントに
おいて、センサーから稼働状況などの様々なデータを収集・蓄積し、AIで
解析することで、これまで人では気付けなかった故障や事故の予兆を捉
え、より安定的な操業が可能となります。

他方、こうした民間企業の取組や企業間の連携を推進するためには、
①IoT等の新たな技術を踏まえた規制の見直し、②各企業が協調すべ
き最低限のルール策定（統一的なデータ様式等）等の事業環境を早
急に整備することが必要です。

 このため、本事業では、産業分野別にIoT等を活用した実証を通じて、
セキュリティ対策や規制・ルールの見直し等の検討を行い、事業環境を
整備します。

 2020年度までに、各分野におけるモデル実証結果（共通指標・
ルール・システム等）を活用した事業を創出します（事業化率
100％）。
※自主保安の高度化等の一部事業については、成果がでたものから順次必
要な規制・制度改革を行います。
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・分野別にIoT等を活用したモデル実証を行い、IoTの活用を推進するた
めの事業環境を整備します。また、データ流通に関するルール等の分野
横断的なテーマや、個別分野固有の制度的課題を整理するための調査
等を行います。
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悪天候
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突然の機体故障の際，
安全な不時着点を提示 

悪天候を避ける際、
適切な飛行経路オ
プション提示 

急病人が生じた際、
緊急着陸する飛行場
と飛行経路を提示 
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・現在、パイロットが手動で対応している悪天候時の飛行計画等について、AI
技術を活用し、リアルタイムに運航データを解析し、安全かつ最適なルートを
示す等のパイロット支援システムの実証等を行います。
・こうした新たな仕組みを世界に先駆けて確立し、熟練パイロット不足への対応
や、我が国企業によるアビオニクス産業（航空機に搭載される電子機器
等）への参入を推進します。

・化学プラント等において、①点検データ等を活用した配管の外面腐食予測モ
デルの実証、②リアルタイムの運転データを活用した事故予兆システムの実証、
③保安情報を共有するプラットフォームの構築等に向けた実証を行います。
・実証を通じて、保安規制システムの見直しについて検討し、IoTの導入推進
による自主保安の高度化を図ります。

＜分野別の実証テーマ例＞ 
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この他、①電子タグを用いて個品単位で消費財をIoT化し、電子タグから取得される
情報をサプライチェーンで共有できる情報共有システムの構築、②海上貿易に係る決
済・積荷の照会等の手続に関する情報を関係者間で相互共有するための貿易情報
共有プラットフォームの構築を行い、サプライチェーンの効率化につながる実証を行います。 
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